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【
夢
の
楽
園
を
め
ざ
し
て
】 

 
 
 
 
 

 

 

令
和
初
の
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
会
員

の
皆
様
に
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
健
勝
の
こ
と
、
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
日
本
中
が
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
」
で
、
日
本
初
開
催
の
緊
張

も
手
伝
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
違
う

受
け
入
れ
体
制
が
、
例
え
ば
宿
泊
の
こ

と
、
食
事
の
こ
と
、
練
習
場
の
確
保
な
ど

な
ど
。
多
く
の
大
会
関
係
者
や
応
援
団

も
、
各
国
か
ら
大
勢
が
来
日
、
こ
こ
ま
で

世
界
の
ラ
グ
ビ
ー
熱
が
あ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
私
の
よ
う
な
俄
フ
ァ
ン
に

は
、
テ
レ
ビ
画
面
に
映
る
光
景
は
、
予
想

以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
日
本

代
表
選
手
の
面
々
も
、
史
上
初
の
ベ
ス

ト
８
進
出
を
果
た
し
、
当
初
の
目
標
を

見
事
に
達
成
し
た
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
ま
で
盛
り
上

が
る
と
は
。
日
本
が
絡
ん
で
い
な
い
試

合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ン
ド
は
連

日
満
員
で
、
開
催
国
サ
イ
ド
の
マ
ナ
ー

と
し
て
も
、
ま
た
遠
来
の
客
人
を
「
も
て

な
す
」
上
で
、
こ
れ
以
上
な
い
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。 

 

と
こ
ろ
で
、
自
己
主
張
の
強
い
外
国

人
を
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
の
合
言
葉
の
下
で
、

「
桜
」
の
文
化
を
理
解
さ
せ
な
が
ら
、
勝

利
の
た
め
に
と
は
言
い
な
が
ら
よ
く
纏

め
た
も
の
で
あ
る
。 

選
手
た
ち
の
奮

闘
す
る
姿
は
、
誠
に
感
動
的
で
、
ス
ポ
ー

ツ
が
持
っ
て
い
る
力
を
今
更
の
よ
う
に

感
じ
た
。 

 

こ
れ
か
ら
日
本
は
、
急
激
な
社
会
環

境
の
変
化
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
は

益
々
拍
車
が
掛
か
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

労
働
力
の
再
生
産
に
支
障
を
来
た
す
と

い
う
こ
と
は
、
す
で
に
40
年
も
前
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
い
よ
い
よ
各
方
面

で
予
想
通
り
顕
在
化
し
て
き
た
。
色
々

と
問
題
は
あ
ろ
う
と
も
、
こ
こ
で
一
歩

踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
、
更
に
不
安
は
募

る
。 

 

こ
の
度
の
ラ
グ
ビ
ー
界
の
成
功
は
、

先
例
と
し
て
大
い
に
良
き
示
唆
を
与
え

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
欧
米
と
は
、

国
の
成
り
立
ち
が
ま
る
で
日
本
と
は
違

う
、
従
っ
て
自
ら
ル
ー
ル
が
異
な
っ
て

く
る
の
は
十
分
理
解
で
き
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
外
国
人
枠
を
他
の
ス
ポ
ー
ツ

に
先
駆
け
て
完
全
撤
廃
し
た
勇
気
と
決

断
は
、
も
っ
と
称
賛
さ
れ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
移
民

問
題
に
悩
む
こ
と
は
な
か
っ
た
、
先
進

国
で
は
稀
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
現

実
に
は
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
、
一
次
産
業
、
二

次
産
業
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。 

 

戦
後
75
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
国
の
デ
ザ
イ
ン
を
ど
う
変
え
て
い
く

の
で
あ
ろ
う
か
、
次
代
の
人
達
の
活
躍

が
誠
に
楽
し
み
で
あ
る
。
色
々
な
こ
と

に
興
味
を
持
ち
な
が
ら
、
我
々
シ
ニ
ア

も
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
大
い
に
語
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

今
後
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

つ
つ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 
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安
全
祈
願
祭 広

島
護
国
神
社 

 

 

  

 
 

 

新
年
互
礼
会 

 
 

 
 

パ
ル
テ
に
て
開
催 

  
 

 

   
 
 
 

 

 

 
 

   
 
 
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
十
五
日(

金)

、
Ｏ
Ｂ
会
役
員
の 

協
力
を
得
て
、
紙
屋
町
そ
ご
う
前
に
大

学
、
大
学
院
の
役
員
総
勢
五
十
名(

内
Ｏ

Ｂ
会
十
六
名)

で
十
二
時
か
ら
約
一
時

間
弱
街
頭
募
金
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

Ｏ
Ｂ
会
の
受
け
持
ち
範
囲
は
メ
ル
パ
ル

ク
～
そ
ご
う
前
交
差
点
～
パ
セ
ー
ラ
ま

で
と
、
道
路
を
は
さ
ん
だ
県
庁
前
バ
ス

停
付
近
の
４
班
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
天
気
も
良
く
街
頭
募
金
日

和
で
し
た
が
、
メ
ル
パ
ル
ク
方
面
は
ビ

ル
の
陰
で
日
当
た
り
が
悪
く
寒
い
募
金

活
動
と
な
り
ま
し
た
。 

 

後
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
お
礼

の
言
葉
と
、
募
金
総
額
が
約
八
万
四
千

円
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

平
和
公
園
グ
リ
ー
ン 

 
 
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動  

 

十
一
月
十
九
日(

金)

、
晴
天
で
十
二
月 

下
旬
の
気
温
に
も
関
わ
ら
ず
、
百
二
十 

五(

内
Ｏ
Ｂ
会
百
四
名)

参
加
者
の
集
合 

が
早
く
、
予
定
時
刻
よ
り
少
し
早
め
の 

九
時
五
十
分
か
ら
開
会
式
を
行
い
、
大 

学
、
大
学
院
、
Ｏ
Ｂ
会
の
三
グ
ル
ー
プ
に 

分
か
れ
て
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

公
園
内
は
十
一
月
二
十
四
日(

日)

フ 

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の
慰
霊
碑
訪
問
が
あ 

り
、
全
般
的
に
落
ち
葉
は
比
較
的
少
な 

く
、
主
に
歩
道
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

今年の互礼会参加者は 122 名で、宴の 

前に全員で「1 月 1 日」を合唱した。 

1 月 7 日（火）広島護国神社に於いて

恒例の新年安全祈願祭を行った。会員 

の皆様の元気で健康、長寿を祈った。 

 
 

学
習
部
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

護国神社参拝後、互例会がパルテで

行われました。 

今年の安全祈願祭には 128名が参拝

され、大城会長による玉串奉てんの

後、代表に合わせて拝礼を行った。 
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約
五
十
分
の
清
掃
後
、
閉
会
式
を
行
い 

解
散
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
複
数
の
班
で 

は
食
事
会
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 

令
和
2
年
度
講
座
講
師
の
選
任 

一
月
十
三
日
、
執
行
部
・
事
業
部
長
等 

の
選
考
委
員
に
よ
り
、
会
員
か
ら
推
薦 

の
あ
っ
た
三
十
三
候
補
を
ジ
ャ
ン
ル
別 

に
分
け
て
、
推
薦
者
の
コ
メ
ン
ト
の
紹 

介
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
収
集
し
た
情 

報
か
ら
長
時
間
の
協
議
の
末
、
十
一
講 

座
の
講
師
を
選
任
し
ま
し
た
。
現
在
、
各 

講
師
の
希
望
時
間
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て 

調
整
中
で
、
個
々
の
講
座
内
容
が
確
定 

次
第
、
講
師
の
方
々
に
お
願
い
文
書
を 

送
付
す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。 

 
 

今
年
度
も
各
月
も
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
活
動
を
順
調
に
消
化
で
き
て
い
る
の
は
、 

会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、 

学
習
部
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

   
 
 

 

＊
秋
の
日
帰
り
旅
行 

 

十
一
月
二
十
二
日
（
金
）
実
施 

 

行
き
先 

 
山
口
市
菜
香
亭
～
湯
田
温
泉
・
ホ
テ

ル
か
め
福
～
防
府
毛
利
邸
博
物
館
／

毛
利
庭
園
～
潮
彩
市
場
防
府 

 

今
月
号
に
感
想
文
、
写
真
を
記
載
し

て
お
り
ま
す
。 

＊
一
泊
研
修
旅
行
決
定 

 

三
月
十
二
日
（
木
）
～
十
三
日
（
金
） 

の
一
泊
研
修
旅
行
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お 

願
い
し
ま
し
た
結
果
、
京
都
・
大
坂
方
面 

で
、
泉
湧
寺(

霊
明
殿
・
御
座
所
／
雲
龍 

院)

・
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
／
堺
市
博
物
館 

で
す
。 

 

申
込
書
は
既
に
お
配
り
し
ま
し
た
。 

申
込
み
は
Ａ
班
二
月
五
日
（
水
）
と
Ｂ
班

二
月
十
二
日
（
水
）
の
講
座
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
申
込
み
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

    

「
OB
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
原
稿
の
投
稿
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
「
き
ず

な
OB
」
は
3
月
の
講
座
日
に
お
配
り
し

ま
す
。 

    
 

＊ 

来
年
度
へ
の
準
備 

  

来
年
度
に
向
け
て
以
下
の
準
備
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

１
． 

シ
ニ
ア
大
学
院
2
年
生(

対
象 

者
72
名)

の
入
会
者
の
確
認 

２
． 

会
員
登
録
手
続
き 

３
． 

事
業
計
画
作
成 

４
． 

テ
キ
ス
ト
作
成 

５
． 

総
会
議
案
書
の
編
纂
・
作
成 

６
． 

サ
ー
ク
ル
代
表
者
会
議
準
備 

 

 
 

＊ 

班
名
変
更
に
つ
い
て 

 
 

大
学
・
大
学
院
生
か
ら
、
OB
会
会
員
に

な
っ
た
時
の
班
が
分
か
り
に
く
い
と
の

意
見
が
出
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
大

学
・
大
学
院
の
名
称
と
の
流
れ
と
合
わ

せ
て
、
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。 

                       
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 

研
修
部
ニ
ュ
ー
ス 

  
 

 
 

総
務
部
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

 
 

文
化
部
ニ
ュ
ー
ス 

 
 

大 学 1・2 班 

大学院 

OB 会B 班 

OB会A班 

8班⇒B1班 5班⇒B2班 7班⇒B3班 6 班⇒B4 班 

3・4 班 5・6 班 7・8 班 

1 班 2 班 3 班 4 班 

4班⇒A1班 1 班⇒A2 班 2班⇒A4班 3 班⇒A3 班 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1571008691/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9kZXNrZ3JhbS5uZXQvZXhwbG9yZS90YWdzLyVFMyU4MyU5MyVFMyU4MyU4MyVFMyU4MiVCMCVFMyU4MyU5NSVFMyU4MyVBRCVFMyU4MyVCMyVFMyU4MyU4OCVFNSVCQSU4MyVFNSVCMyVCNg--/RS=%5eADBATpUCgPC340HSxllR83omLsmmBs-;_ylt=A2RivbQyX6JddQYAnxqU3uV7
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水
墨
画
サ
ー
ク
ル
（
明
墨
会
） 

 
 
 
 
 
 

代
表
者 

坂
村 

和
子 

  

年
月
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
老

大
に
入
学
し
て
早
や
８
年
に
な
り
ま
す
。

最
初
の
大
学
祭
で
水
墨
画
を
観
て
「
こ

ん
な
の
が
描
け
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
」

と
思
い
、
２
年
生
で
入
会
し
ま
し
た
。
故

今
田
先
生
の
口
癖
「
箸
が
持
て
れ
ば
水

墨
画
は
描
け
る
」
、
「
水
と
墨
が
あ
っ
た

ら
何
で
も
描
け
る
。
何
で
も
よ
く
観
察

す
る
こ
と
・
・
・
」
等
々
、
豊
か
な
知
識

で
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。  

今
は
そ
の
今
田
先
生
の
愛
弟
子
、
内

海
す
み
子
先
生
の
も
と
十
三
名
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
墨
の
濃
淡
の
表
し
方

は
勿
論
で
す
が
、
予
定
外
の
遊
び
の
面

白
い
手
法
、
十
二
月
は
金
網
と
ハ
ケ
、
モ

ミ
ジ
や
虫
く
い
の
葉
な
ど
持
っ
て
こ
ら

れ
、
紙
に
置
い
て
墨
や
美
し
い
色
を
ふ

り
か
け
、
形
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
部
員

を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 
 
 

 

Ｏ
Ｂ
で
す
の
で
皆
さ
ん
少
々
高
齢
で

す
が
、
時
に
は
手
よ
り
口
ば
か
り
動
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
は
毎
回

に
ぎ
や
か
で
す
。
さ
あ
皆
さ
ん
、
墨
の
五

彩
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

活
動
日
は
基
本
的
に
は
第
一
、
第
三

木
曜
日
の
13
時
～
16
時
で
す
が
、
会
議

室
の
都
合
が
悪
い
時
は
変
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

 

七
宝
焼
き
サ
ー
ク
ル 

 
 
 
 
 

代
表
者 

土
居 
光
子 

 

日
本
の
物
作
り
の
原
点
で
あ
る
七
宝

焼
き
。
痴
呆
予
防
と
健
康
維
持
の
た
め
、

楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。
場
所
は
宇
品

公
民
館
で
第
2
・
4
火
曜
日
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
少
な
い
人
数
で
す
が
楽
し

く
作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

 
 

 

リ
ズ
ム
体
操
・
ゆ
り
組 

 
 
 
 

代
表
者 

管 

貴
美
子 

 

掲
載
の
写
真
は
昨
年
12
月
19
日
の

練
習
中
の
途
中
で
の
集
合
撮
影
の
も
の

で
、
皆
さ
ん
の
年
齢
も
70
歳
～
90
歳
ま

で
25
名
の
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
大

勢
の
仲
間
の
お
か
げ
で
協
力
し
、
仲
良

く
、
楽
し
く
動
き
頑
張
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
元
気
で
す
。
ま
た
練
習
後
の
食

事
・
会
話
も
弾
み
ま
す
。 

今
年
も
一
層
努
力
し
健
康
増
進
に
努

め
、
元
気
で
い
つ
ま
で
も
若
さ
を
保
っ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

新
規
入
会
さ
れ
一
緒
に
動
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
歓
迎
し
ま
す
。 

 

 
 

 

ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
の 

 
 
 
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 

 
 
 
 
 

栗
原 

寿
男 

三
十
八
期 

 

 
 
 
 

 

初
山
さ
ん(

七
班)

が
お
世
話
さ
れ
て

い
る
仁
保
公
民
館
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

に
九
日
十
三
日
に
出
演
し
ま
し
た
。
七

十
名
近
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る
会

場
で
、
川
崎
さ
ん(

八
班)

の
ク
イ
ズ
を

ま
じ
え
た
軽
妙
な
司
会
で
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
「
ま
つ
の
き
小
唄
」
の
替
え
歌
で

「
ボ
ケ
な
い
小
唄
」。
続
い
て
「
幼
な
じ

み
」、「
故
郷
」、「
涙
く
ん
さ
よ
な
ら
」
の

三
曲
を
演
奏
。
藤
野
さ
ん(

七
班)

の
「
少

年
時
代
」、
中
川
さ
ん
の(

六
班)

の
「
大

阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
の
独
奏
を
交
え
て
、

三
十
分
に
わ
た
っ
て
演
奏
に
合
わ
せ
て

サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介 

リズム体操サークル・ゆり組の皆

さん 

水墨画サークル(明墨会)の皆さん 

 

七宝焼きサークルの皆さん 
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会
場
の
皆
さ
ん
に
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
三
回
目
の
出
演
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
会
場
の
皆
さ
ん
と
の
息
も
ぴ
っ

た
り
、
大
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
ア

ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
少
し
元
気
の
な
い

カ
ー
プ
に
「
そ
れ
行
カ
ー
プ
」
を
歌
と
演

奏
で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
Ｃ
Ｓ
へ
の
進
出
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 
 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
皆
さ
ん
か
ら
「
良

か
っ
た
よ
。
ま
た
来
て
ね
」
の
声
を
い
た

だ
き
参
加
メ
ン
バ
ー
十
二
名
も
充
実
感

に
浸
り
な
が
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 
 

大
正
琴
サ
ー
ク
ル 

 
 
 
 
 
 

代
表
者 

火
浦 

澄
子 

  

大
正
琴
サ
ー
ク
ル
に
は
毎
年
二
～
三

人
の
入
部
者
が
お
り
、
現
在
は
二
十
二

人
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
正

琴
は
数
字
譜
な
の
で
楽
譜
が
読
め
な
く

て
も
、
す
ぐ
に
演
奏
で
き
る
楽
器
で
す
。

従
っ
て
、
初
心
者
で
も
す
ぐ
に
弾
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 
 

曲
は
演
歌
、
童
謡
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ル
で
す
。
大
正
琴
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
同

時
に
い
く
つ
も
の
動
作
を
す
る
の
で
脳

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
活
動
内

容
は
Ｏ
Ｂ
会
の
芸
能
祭
、
大
学
祭
で
の

発
表
、
介
護
施
設
バ
ラ
苑
の
訪
問
な
ど

が
中
心
で
、
赤
松
琴
秦
先
生
の
ご
指
導

の
下
、
生
涯
学
習
を
好
き
な
曲
と
と
も

に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
練
習
日
は
第
二
・
四
月

曜
日
、
九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
で
す
。 

 
 

 

Ｏ
Ｂ
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
地
区
奮
闘
記 

 
 

西
地
区
代
表
世
話
人 

井
尻
芳
信 

 

令
和
元
年
九
月
、
西
地
区
が
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
世
話
人
担
当
で
す
。
そ
こ
で
三

月
二
六
日
付
で
西
地
区
世
話
人
の
皆
様

に
案
内
を
出
し
ま
し
た
。「
西
地
区
が
九

月
二
四
日(

火)

に
三
瀧
寺
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
プ
レ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
い
ま
す
の
で
五
月
一
四
日

(

火)

午
前
十
時
に
Ｊ
Ｒ
横
川
駅
に
集
合

願
い
ま
す
」
と
。
現
在
、
Ｏ
Ｂ
会
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
会
員
数
は
一
五
九

名
で
す
。
今
回
担
当
の
西
地
区
会
員
は

四
三
名
で
す
。
東
・
南
・
西
・
北
・
中
地

区
と
五
地
区
が
順
次
に
年
間
八
回
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
西
地
区
が
九
月
に
開
催
す
る

た
め
、
全
会
員
の
皆
様
に
は
七
月
の
講

座
日
に
案
内
を
提
出
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん(

開
催
日
の
二
カ
月
前)

。
五
月

の
プ
レ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
最
終
行
程

を
決
め
ま
し
た
。
四
班
三
六
期
の
田
原

正
登
さ
ん
が
三
瀧
寺
の
和
尚
様
と
懇
意

と
い
う
こ
と
で
交
渉
に
あ
た
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
当
日
、
三
瀧
寺
社
務
所
で
九
月

二
四
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
時
に
、
和

尚
様
の
講
話
を
お
願
い
し
受
け
て
頂
き

ま
し
た
。「
さ
あ
、
一
安
心
」
と
ち
ょ
う

ど
昼
す
ぎ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

三
瀧
寺
参
道
入
り
口
か
ら
す
ぐ
の
と
こ

ろ
の
「
三
瀧
茶
屋
」
で
昼
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
約
六
五
名
の
お
昼
の
予
約
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
天
丼
定
食
・
刺
身
定

食
・
天
ぷ
ら
定
食
・
温
蕎
麦
定
食
を
部
屋

を
分
け
て
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
セ
ル
な
し

と
強
く
念
を
押
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
七
月
三
日
・
十
日
の
講
座
日

に
会
員
一
五
九
名
に
差
し
込
み
印
刷
で

個
々
の
名
前
の
入
っ
た
九
月
の
案
内
を

配
布
し
ま
し
た
。
始
め
は
申
込
書
を
受

取
り
、
当
日
会
費
を
頂
け
れ
ば
と
甘
い

考
え
を
し
て
い
ま
し
た
ら
、
八
月
の
時

点
で
約
七
〇
名
の
参
加
申
込
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
は
当
日
の
入
金
で
は
収

拾
が
つ
か
な
く
な
る
と
考
え
、
急
き
ょ

案
内
を
出
し
て
九
月
四
日
・
十
一
日
で

集
金
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

雨
に
な
れ
ば
三
瀧
茶
屋
の
料
理
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
効
か
な
い
の
で
、
開
催
の
三

日
前
ま
で
は
気
象
協
会
の
天
気
予
報
と

に
ら
め
っ
こ
す
る
毎
日
で
し
た
。 

大正琴サークル練習風景 

ハーモニカサークルの演奏風景 

 

 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1579320547/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucGhvdG9saWJyYXJ5LmpwL2ltZzUyOS8xMzIxNTBfNTA5MzE0OS5odG1s/RS=%5eADBMbRG.ozT6R3iJs3cWUz3GBYk4jc-;_ylt=A2RCL5piMyFe31MARwuU3uV7
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最
終
的
に
は
八
〇
名
の
参
加
者
と
六

八
名
の
人
が
食
事
を
す
る
こ
と
で
何
と

か
無
事
に
、
三
瀧
寺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

好
評
の
う
ち
に
終
了
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
関
わ
っ
て
頂
い

た
各
世
話
人
の
皆
様
、
そ
し
て
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
・
感
謝
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

班
活
動
の
報
告 

 

５
班
副
班
長 

今
城 

千
鶴 

 東
広
島
、
広
大
キ
ャ
ン
パ
ス(

マ
ツ
ダ 

ス
タ
ジ
ア
ム
の
１
０
８
個
分
・
国
立
大

全
国
3
位)

の
広
大
な
敷
地
に
9
学
部
、

一
五
、
一
五
五
名
が
学
ぶ
広
大
大
学
祭

に
行
き
ま
し
た
。
現
役
大
学
生
か
ら
放

た
れ
る
知
と
活
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
！ 

そ

し
て
私
た
ち
シ
ニ
ア
大
学
院
Ｏ
Ｂ
生
の

達
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
？
悠
と
熟
が
勝

手
に
コ
ラ
ボ
の
触
れ
合
う
ひ
と
と
き
で

し
た
。
ま
た
、
大
学
祭
で
は
地
域
交
流
の

場
と
し
て
多
数
の
出
店
で
も
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
よ
。 

サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
は
片

岡
鶴
太
郎
氏
の
講
演
の
聴
講
、
そ
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
内
学
食
で
の
ラ
ン
チ
。
午

後
は
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
名
を
持
つ
並
木
道
の
散

策
～
博
物
館
で
旧
、
近
、
現
代
の
あ
ま
た

の
資
料
展
示
の
説
明
を
受
け
、
中
央
図

書
館
（
広
島
平
和
公
園
、
資
料
館
、
市
内

南
北
道
路
の
設
計
者
で
あ
る
丹
下
健
三

氏
に
よ
る
設
計
）
で
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
蔵
書
の
宝
庫
に
目
を
奪
わ
れ
た
り
！！ 

次
世
代
を
担
う
広
島
大
学
に
学
ぶ
学
生

の
諸
君
に
大
い
な
る
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

初
め
て
の
研
修
旅
行 

研
修
部
副
部
長 

立
花
み
ゆ
き 

 
 

 
 

シ
ニ
ア
大
学
に
入
学
と
同
時
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
五
年
間
副

班
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
入
会
後
の
研
修
部
は
ど
の
よ
う

な
活
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
は
全
く
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
秋
山
部
長
の
パ

ワ
ー
と
親
切
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

何
と
か
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
研
修
部
の
役
割
は
、
ひ
と
り
で
も
多

く
の
方
々
に
研
修
旅
行
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
、
こ
れ
に
尽
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

研
修
旅
行
の
四
～
五
日
前
に
は
部
員

で
手
分
け
し
て
、
参
加
者
全
員
に
集
合

場
所
と
時
間
の
確
認
電
話
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
秋
山
部
長
の
責
任
感
と
愛

情
の
証
と
感
心
し
て
い
ま
す
。 

 
 そ

し
て
第
２
回
研
修
旅
行
は
、
令
和

元
年
十
一
月
二
十
二
日(

金)

に
山
口
市

菜
香
亭
～
湯
田
温
泉
・
ホ
テ
ル
か
め
福

で
豪
華
な
昼
食
後
、
紅
葉
の
名
所
・
防
府

毛
利
邸
博
物
館
の
見
学
と
毛
利
庭
園(

国

指
定
名
勝)

で
の
散
策
を
楽
し
ん
だ
後
、

潮
菜
市
場
防
府
へ
。
新
鮮
な
魚
や
野
菜

の
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

  
 

   
 

 

投 

稿 

記 

事 

 
 

山口市 菜香亭 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1577232664/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucGhvdG9saWJyYXJ5LmpwL2ltZzM0OC8xMzQ5NzRfMzE3MjE1NC5odG1s/RS=%5eADBz5aKJsJEexEd6.7WLbzpdARp_rM-;_ylt=A2RCA9yYVwFeyHMALS2U3uV7
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参
加
者
一
〇
一
名
、
バ
ス
三
台
で
実
施

し
ま
し
た
。
特
に
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
の
が
菜
香
亭
で
、
山
口
の
迎
賓
館
と

し
て
明
治
十
年
か
ら
百
二
十
年
、
広
く

親
し
ま
れ
た
料
亭
を
移
築
し
た
建
物
で

歴
代
総
理
大
臣
九
人
を
含
む
二
十
九
枚

の
「
書
」
は
圧
巻
で
し
た
。 

 
 
 
 

 

 

ま
た
、
何
よ
り
全
員
で
事
故
も
な
く

無
事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
安

堵
し
ま
し
た
。
最
後
に
次
回
三
月
の
一

泊
二
日
の
研
修
旅
行
も
み
な
さ
ん
健
康

に
ご
留
意
さ
れ
、
一
人
で
も
多
く
の
方

の
参
加
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
生
懸

命
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

研
修
部
よ
も
や
ま
話 

 
 
 
 

研
修
部
長 

秋
山 

ツ
ギ
ミ 

 

  

私
が
研
修
部
に
入
部
し
た
の
は
老
人

大
学
へ
入
学
し
た
初
年
度
か
ら
で
し
た
。

私
事
で
す
が
、
入
学
し
た
年
の
七
月
の

二
回
の
講
座
日
が
白
内
障
の
手
術
と
重

な
り
、
班
活
動
・
部
活
動
と
も
に
内
容
も

分
か
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。
八
月
の
講

座
日
に
は
早
く
も
班
長
さ
ん
が
各
部
所

に
新
入
生
を
配
部
す
る
と
の
こ
と
で
、

研
修
部
は
旅
行
の
お
世
話
す
る
部
だ
と

何
と
な
く
思
い
、
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な

私
に
と
っ
て
は
無
責
任
な
が
ら
、
自
分

だ
け
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。「
楽
し
も
う
」
と
思
い
、
一
に
も
二

に
も
研
修
部
へ…

…

。 

 

入
部
し
た
限
り
は
と
、
午
年
の
私
は
走

り
っ
ぱ
な
し
で
、
デ
コ
ボ
コ
道
も
な
ん

の
そ
の
。
み
ん
な
友
人
と
勝
手
に
解
釈

し
て
走
り
続
け
て
は
や
七
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
私
を
引
っ
張
っ
て

頂
け
る
先
輩
た
ち
の
手
の
温
か
さ
に
感

謝
・
感
謝
で
す
。
お
蔭
様
で
私
の
班
に
は

旅
行
大
好
き
人
間
が
多
数
い
ら
し
た
の

も
幸
い
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

来
季
入
部
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
、
遊
ぶ

の
大
好
き
な
方
、
こ
の
指
と
ま
れ
! 

こ
れ
か
ら
も
シ
ニ
ア
大
学
全
体
の
先
輩

「書」が架けられている大広間 

1 号車の皆さん 

2 号車の皆さん 3 号車の皆さん 

潮菜市場防府  

展望デッキ・恋みなと 

伊藤 博文 

 

佐藤 栄作 
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の
皆
さ
ん
、
後
輩
の
皆
さ
ん
の
楽
し
い

一
ペ
ー
ジ
、
二
ペ
ー
ジ
と
増
や
し
て
い

け
る
こ
と
を
願
っ
て
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      
 

   
 
 
 

       
 
 

＊ 

お
せ
ち
料
理 

  

お
せ
ち
料
理
は
江
戸
の
粋
や
ユ
ー 

モ
ア
を
凝
縮
し
た
庶
民
文
化
か
ら
開 

花
し
た
も
の
す
。
由
来
は
正
月
の
節
供 

料
理
で
、
宮
中
の
「
お
節
供
（
お
せ
ち 

く
）」
の
行
事
か
ら
来
て
い
ま
す
。
お
節 

供
は
文
字
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に 

節
日
に
神
に
供
え
た
も
の
。
宮
中
で
は 

節
日
に
は
神
に
神
せ
ん
を
供
え
祭
り
、 

宴
を
開
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
お
せ
ち
料
理
は
宮
中 

の
し
き
た
り
が
民
間
に
広
ま
っ
た
も 

の
で
す
が
、
や
が
て
正
月
に
ふ
る
ま
わ 

れ
る
ご
馳
走
だ
け
が
「
お
せ
ち
料
理
」 

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お 

せ
ち
料
理
の
主
な
材
料
に
は
そ
れ
ぞ 

れ
い
わ
れ
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い 

ま
す
。 

 
 

 

 

＊ 

節
分
の
豆
ま
き 

  
 

節
分
に
は
豆
を
ま
き
ま
す
が
、
こ 

れ
は
中
国
の
習
俗
が
伝
わ
っ
た
も
の 

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
豆
は
「
魔
滅(

ま 

め)

」
に
通
じ
、
無
病
息
災
を
祈
る
意
味 

が
あ
り
ま
す
。
昔
、
京
都
の
鞍
馬
に
鬼 

が
出
た
と
き
、
毘
沙
門
天
の
お
告
げ
に 

よ
っ
て
大
豆
を
鬼
の
目
に
投
げ
つ
け 

た
と
こ
ろ
、
鬼
を
退
治
で
き
た
と
い
う 

話
が
残
っ
て
お
り
「
鬼
の
目(

鬼
目
＝ 

ま
め)

 

」
に 

豆
を
投
げ
つ
け
て
「
魔
を 

滅
す
る(

魔
滅
＝
ま
め)

」
に
通
じ
る
と 

い
う
こ
と
で
す
。
豆
ま
き
は
一
般
的
に
、 

一
家
の
主
人
あ
る
い
は
「
年
男
」
が
豆 

を
ま
く
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
家 

庭
に
よ
っ
て
は
家
族
全
員
で
、
と
い
う 

と
こ
ろ
も
多
い
よ
う
で
す
。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

                        

    

令
和
最
初
の
新
年
と
な
っ
た
今
年
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
競
技
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
日
本
代
表
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
観
光
客
の
来
日
が
予
想
さ
れ
、

日
本
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
だ
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
今
年
度
も
紙
面
作
り
に
か
な
り

苦
労
し
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
で
紙
面
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
正
直
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。 

 

5
月
に
は
新
し
い
仲
間
を
迎
え
入
れ

て
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、「
OB

会
ニ
ュ
ー
ス
」
と
「
き
ず
な
OB
」
は
会
員

皆
様
の
投
稿
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
記
事
の
取
材
や
投
稿
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編 

集 

後 

記 

訃報  

令和元年 9 月より 2 年 1 月までに次の方々が逝去されました。 

 

3 班 31 期  畑本 浩子  様     

3 班 27 期  西尾 敏彦  様     

 1 班 34 期  小松 律恵  様 

 

 会員一同、謹んでお悔やみ申し上げます。  

         

 

季 

節 

歳 

時 

記 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1571020491/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucGludGVyZXN0LmNvbS9jb2NoaV9rYV9jaGljby8lRTMlODIlQUIlRTMlODMlQkMlRTMlODMlOTclRTUlOUQlOEElRTMlODIlODQv/RS=%5eADBbNJ1zwZiNSD2jX4Q2ZhguwLltpY-;_ylt=A2RCA95KjaJdbz8AYQaU3uV7
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